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精 霊 と 空 間

一北 タイ精霊信仰覚 え書一

は じ め に

北 タイの宗教を考える場合に,顕 著な特徴 として注 目されることは,仏 教 と時間との結び

つきであり,精 霊信仰 と空間との関連の強 さであるといってよい1)。 ただし,こ こでい う仏

教 と精霊信仰 とい う区分は,か つてその見取図を描 く試みで考察したよ うに2>,北 タイ社会

のコンテクス トにおいて,タ ン ・プン儀礼 とリエン儀礼 とい う儀礼レベルでの対比に表現 さ

れるもので,仏 教が コスモロジーを規定し,混 沌に秩序を与え.るとい う意味で,全 体性を坦

っていることを忘れてはならない。

そのだめ本稿の目的は,空 間 との結びつきが顕著な,精 霊をめ ぐる儀礼の検討を行ない,

ピー(p履)に 代表される精霊の世界が,空 間とのメタフォリカルな関係において捉えられ

ていることの手がか りを示す ことにある。コスモスの構造は時間と空間か ら構成 されてお り,

あるいは時 ・空間の絶えざる相互作用で成立 していると考えられるために,こ の小論の言及

する範囲にはおのずか ら制限がある。また時間 と空間 とい う区分は必 らずしもつねにまった

く異 なった二つの領域を示すとは限 らない。すなわち時間を空間で表わす ことや,そ の逆 と

いった相互の互換性が認められるのである。 ここで空間とい う場合,以 上のよ うな留保条件

がついていることもはっきりさせておきたい。

これまでピーをはじめとする精霊に関する論考はそのほとん どが,断 片的な民俗学的事実

の羅列に終始 して きたといってよい3)。その欠を補な う試みとともに,チ ャオ・ティー(偲"

痂),チ ャオ ・バアン(oσ"わ 醐 η)な ど一定範囲の領域に結びついた土地の精霊を対象 とし・

て,空 間の設定,境 界の問題を始めとして,北 タイ人の空間認識の一端を明 らかにす ること

も,こ の小論の目的である。また,こ うしナこ問題には,霊 的存在 と人間 との相互関係(た と

えば供物の贈呈や供犠など)が 含まれてお り,そ れが人間どうしの相互作用 との連続性をも

つことはい うまで もない。そのためここで記述する儀礼はいわば相互関係の儀礼であり,あ

いきつなどの人間の日常的な相互関係4)と の共通点をもつ といってよい。

しばしば語 られるように,テ ラワーダ仏教こそが,混 沌のなかに秩序をもたらす ものであ

るとすると,精 霊の世界は混沌その ものであるか ら,混 沌を記述する作業には大 きな困難が

予想 きれ る。そのため,こ の小論には限界があるが,今 後展開してゆきたい と考える,北 タ
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イの精 霊信 仰 の 問題 の手 は じ め とし て,こ れ を位 置 づ け て お きた い 。 な お,こ こで の 記 述 は

これ ま で の北 タ イ農 村 に お け る フ ィー ル ド ・ワー グ)に 依 っ て お り,そ こで の 資 料 と体 験 に

準 じ て,問 題 点 を整 理 し,示 し て ゆ く こ と とす る。

1

北タイの日常世界において,あ い さつの問題でも触れたことがあるよ うに,空 間,あ るい

は存在者の位置関係,そ して トポスといっアこ問題は重要な意味をもっている。それは静態的

な空間分類や半永久的な構造物 として示 される聖なる場所などの,す でに画定 された空間に

かかわるばか りでな く,画 定する行為 として,相 互作用やダィナ ミツクな関係を も含んでい

る。たとえば日常生活のなかで人びとは,相 手が何をしているか,ど こへ行 くのか,ど こか

らやってきたのかなど,対 人関係をめ ぐる絶え.間のない位置確認を行っているのである。日

常生活はこうした,行 為 動 きの確認か ら構成されているといって過言ではない。 これに準

ず る問題は人間と精霊との関係に も相同的に関連してお り,北 タイ人は屋敷地,村 などの居

住空間においても,ま た人里離れた山申で も絶え.ず,自 己 と環境 との関わ りに注意を払い,

とりわけ悪霊の棲み処には用心を重ねている6)。 それは自らが歩んでゆく,あ るいは通過し

た り,し ば らく滞在する空間に意味づけを行なってゆくことでもある。

連続 したユークリッド空間に非連続をもち込む,文 化における空間の分節化は北 タイ農村

では以下のように行 なわれる。分節のレベルは,家 屋(肱 儲 ないし 伽 αη),屋 敷地 ψOF

吻紹励α甜),村 伽 雌 肱砺 ないし 如励01),郡@即 肱の,州 ないし省(6醐g醐 の,

都市ないし国家 伽 翅"8)と いった行政単位にも読み換えられるシ リーズと,村 落(如 醐)

と都市(癖 醐gな いし 〃脚 ηg)と の対比のレベル,あ るいは村の居住空間 ω醐 η)と 山野

(pαの との対立のレベルなどに大別きれる。 きらに東西南北の方位,此 方 と彼方の相対的

な区分 も含まれ る。 これらの空間区分はそれぞれ,状 況や問題に応じて,い ずれかのレベル

が強調 され るといってよい。

こうしナこ生 きられナこ空間の中心は家屋である。家屋は東西南北の方位 と上下の垂直軸(高

床の上 と下)と を基準にして構成 されナこ空間で,部 屋の間取 りに主として東西軸にもとつ く

差異化がみ られ,高 床の上が人聞の居住空間,下 が物置 きや家畜のための場所になっている。

あるいは床の上は,そ こに居住す る人びとの私的な空間で,床 の下は,縁 台を置いて近隣…の

人びとが集 うだめのより公的な場所になっている。S・J・ タムバイアーによると,家 屋空

間は人間のカテゴ リー,動 物のカテゴリーなどの象徴的分類が集約的に表現される焦点を形

成 しているとい うη。すなわち,近 親者,隣 人,見 ず知 らずの他人といった人間の範疇と,

彼 らが家のなかのどこで遇 され るか,あ るいはどこまで入 ることが可能かとい うことが自ら
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決定されている。ま7こ家屋ならびに家敷地は人間 と家畜の居住空間であり,野 性動物の侵入

は凶兆として激しく嫌悪される。

一つないし複数の家屋が集まって,一 つの家敷地を形造ることは一般的である。 これ は

痂4吻 〃ん醐(場 所を共有する)な いし 枷 α4蜘 〃 肋 η(垣根を共有する)と 呼ばれる。

と同時に これ らの敷地内の家屋は,屋 敷地の守護精霊を共有する(0α"痂 伽 〃 ん卿)。 ま

た通常 これ らの家屋はそれぞれ親族的紐帯によって 結ばれているために,同 一のpκp襯

勿σが)(祖 霊)と 繋がっている。そのため,チ ャオ ・ティや ピー ・プー ・ニャーの儀礼の際に

は,家 敷地の集団が一つの単位 として参加する。屋敷地の構成は,そ れぞれの家族の発展上

のサイクルによって規模 と様態が異なる。すなわち,夫 婦 と未婚の子供が敷地内に一軒のみ

の家屋を建ててい る場合 もあるし,両 親夫婦 と未婚の子供の家と,す でに結婚 した子供の家

が同一敷地に建ってい ることもある。ふつ う既婚の娘が同一敷地内に独立家屋をもつ ことが

多 く,伝 統的に もそ ういわれてきたが,最 近では,土 地の余裕があれば既婚の息子 も同じ屋

敷地に家を建てることが多い。両親の死後,兄 弟姉妹が屋敷地を共有してい る場合 もある。

いずれにしろ一つの屋敷地は一軒～五軒ほどの家屋か ら構成 きれている。

こうした屋敷地がい くつか集まって,村 の居住区を形成す る。村の居住区は村落全体 と同

じく 伽醐 と呼ばれ,き らにいくつかの下位区分に分けられている。 村の居住区域の外側

に,水 田,畑 地,水 路が拡が り,寺 院の顕著な建物が位置する。寺院はふつ う村の居住区域

に近接した場所に建て られてい るが,道 路を隔て忙り,周 囲を雑木林で囲まれていて,一 つ

の独立した空間を形成している9)。行政区域 としての村の境域には,そ のほか,叢 林や丘陵

地 も含まれている。 こうした区域や河川の合流点,他 村との境界などは,悪 霊の棲む場所 と

して徴づけられていることが多い。 村内の居住区域からはずれた 叢 林 の中に村の守護精霊

6σz〃伽醐(あ るいはp鰯 如醐)の 小桐@oo)が ある。ふつ う人びとが通る道か らはずれ

た,目 立たぬ場所で,用 事のない ときに人びとが訪れることはない。

村と村との境界は,河 川,水 路,叢 林などの自然的境界ではっきりと隔て られている場合

もあるが,居 住区域を囲むように拡がる水田がいくつかの村を繋いでいることもある。しか

しそ うした場合でも,村 の居住区域が他村のそれと隣接していることはない。このような村

(初鰯 わα醐)が8～10集 まってタンポンとい う行政単位をなしている。 さらにタンポンの

集合がアンプー(郡)を,そ してその上位区分がチャンワット(州,省)で あるが,北 タイ

の調査村では村,タ ンポン,ア ンプーに到る区域はよく認識 され,必 らずしも行政区分にす

ぎぬものでなく,体 験 きれる世界を形造っていた。しかしアンプーの上位区分はチェンマイ

市(あ るいは 瞬朋g)で あり,こ れは村か らチ ェンマイ市までの移動の際にも実際に通過

する境域として確認 される空間のシ リーズである。

伝統的なチェンマイ王国(あ るいはランナー ・タイ王国)で は,版 図全体が 〃Zッ翻gと
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よばれていアこが,今 日ではチェンマイ市が同様にムアンとよばれている。かつてのチェンマ

イ王国はその中心部分にあたる現在のチェンマイ市の一部に集約して表現 され,都 市 と国家

のレベルが一体化していたといえよう。ムアンの中心には3βZ〃翻h盈 伽(イ ン ドラ神の柱)

が建てられ,宇 宙の中心のメルー山に当たると考えられてお り,そ こにムアンの領域を司ど

る守護精霊が宿 るといわれていた。 この柱は1砧 脚 翻g(国 柱ないし都市の柱)で もあり,

空間的にもチェンマイの中心に建てられていナこが,現 在ではチェデ ィ・ルワン寺院の境内の

小堂の中にある。

この柱およびそこに宿 る精霊のための供犠に関しては,伝 統的には人身御供の慣習を含め

て,さ まざまな報告があるが10),現 在では供犠は消滅している。 この精霊 はムアン全体(都

市 と国家)の 領域に関与 し,し か も王権 との深い結びつきをもっていた。たとえば王と精霊

との個人的,人 格的な結びつ きが存在したとい う指摘 もある。この柱および精霊は,こ れま

でに述べナこ,屋 敷や村落 とい う区間とそこを司どるチャオ ・テ ィーやチャオ ・バアンとの相

同的な関連 をもつ ものと考えられ,い ずれ も特定の空間を徴づける中心性を示 しているので

ある。

家か ら都市ないし国家に到 る空間区分のシ リーズは,そ れが今 日の行政組織の構成 と重な

り合 うために,一 つの ヒエラル ヒーをもった連続体になってい る。しかしながら,都 市ない

し伝統的な国家の空閻構造と,屋 敷地や村落のそれは同様であり,む しろ行政的にはじめて

ヒエラル ヒー化が行なわれたと考えられ る。だか らこうした空間区分で もっとも中心的な対

比 を示すのは,∂α卿 と 鰐 雌gで あろ う。すなわち家屋が世界の似姿であるとい う意味で,

家屋,屋 敷地,村 落と都市,国 家には,重 なり合ったコスモロジカルな構造が共有 されてい

るのである。

以上の空間区分が政治や行政,国 家と王権の問題とより強い結びつ きをもつ とすれば,以

下に述べる空間区分は,「文化 と自然」の対立を強調するといってよい。

北 タイ村落の人びとの生活空間の拡が りは,バ アン(家,屋 敷地,村 落)と よばれる居住

空間と,'oηg(水 田),p細 θ(叢林,丘 陵)と40∫(山 地)と い う非居住空間に分れる。非

居住空間の中で も,水 田はふつ う村の居住区域に隣接してお り,日 常の仕事の場で もあり,

また稲作や畑作の場 としてのみでなく,魚 や蛙 を採集し,農 閑期には牛や水牛を放す場所で

もある。 さらに一般に村(バ アン)と い うとき,水 田 もその一部に含まれていて,村 の外の

人手の入っていない空間とは区別 されている。p肋6は 薪や屋根を葺 く木の葉,筍,キ ノコ

などを採集す る重要な領域であ り,人 びとはそこにしばしば出かける。また土地不足や タバ

コ耕作,陸 稲のにめに,ぺ を開墾して耕作地 として使用す ることも行なわれている。山地は

村の人びとにとっては,狩 猟のために出かけるほか雨期の家畜の放牧地として利用されるが,

さらに深 く山に入 ることは稀れで,o肱 σz〃肋卿 ないし 魏醐!〃40ブ とよばれる山地民の
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領 域 と考 え.られ て お り,ま た悪 霊 の 抜 跨 す る危 険 な空 間で もあ る。 そ の た め,pのp肋 θ

(ぺ に行 く)と い う表 現 に は ご く 日常 的 な意 味 しか な い が,Pの40ブ(山 へ 行 く)と い う場 合,

狩 に行 く こ との ほか に,何 か 特別 の 用 向 きが 暗 示 され た り,あ るい ろ 「不 法 な」 含 意 が示 き

れ る こ と も考 え られ る。 この よ うな 空 間 区 分 も,た と えば ぺ と ドイ との ちが い,地 理 的 な一

定 の 目安 が な い わ け で は な い が,客 観 的 な定 義 の加 え られ る区 分 で は な く,人 び との空 間 と

の 関 わ りを 通 し て 了 解 され る もの とい っ て よい 。 す な わ ち,ド ィの領 域 で の行 動 タブ ーや 特

別 の 呪 文(カ ター)に よっ て,そ こが ドィ と認 識 きれ て い る と観 察 され るので あ る。 い わ ば

人 間 が 空 間 との 相 互 作 用 に よ って,一 つ 一 つ の領 域 に 意 味 を与 えて ゆ くわ け で,そ の険 に,

特 定 空 間 を 司 ど る精 霊 が 相 互 作 用 の 対 象 と して 重 要 な意 味 を もつ よ うに な る。

こ うし た 空 間 の メ タ フ ァー と して 出 現 す る精 霊 は ピ ー と もテ ーパ ラ ック(守 護 の テ ー ワダ

ー)と も呼 ば れ るが ,と 同 時 に場 所 の 主(チ ャ オ)と して 認 識 され てい る11)。 さ きに述 べ ナこ,

さま ざ ま な 空 間分 節 は そ れ ぞ れ の チ ャ オ を もって お り,ま た チ ャ オ が存 在 し て は じめ て,そ

の 空 間 が人 聞 的 な意 味 を もつ もの に な る ので あ る。 しか も空 間 が 意 味 を もつ もの とし て た ち

現 れ るの は,人 び とが チ ャ オ との なん らか の 相 互 作 用 ない し解 遁 を行 な うと きで あ る とい っ

て よい 。 この よ うな 一定 空 間 の 主 と して の精 霊 は,家 ・屋 敷 の レベ ル で チ ャオ ・テ ィーで あ

り,村 落 で は チ ャ オ ・バ ア ン,都 市 ない し国 家 で は チ ャオ ・ム ア ン で あ る。 ま た 山野 で は チ

ャ オ ・パ ー,チ ャ オ ・ドー イ,水 田 で は チ ャ オ ・ナ ー,水 路 で は チ ャオ ・セ ン ・ムァ ン で あ

る。 その ほか 大 地 の 精 霊 として 普 遍 的 な存 在 に,ナ ン ・ トー ラ ニ ーが あ る。 場 所 に結 び つ く

精 霊 のす べ て が チ ャ オ とよ ばれ るわ けで は ない が,精 霊 が な ん らか の坐 所 を もつ 限 りに お い

て,そ れ らは 必 らず,場 所 の チ ャ オで あ る とい って よか ろ う。 す な わ ち 宇 宙 内 の場 所 は す べ

て そ の 所 有 者 な い し主 を もって お り,わ れ わ れ 人 間 は,場 合 場 合 に よ っ て,そ うし た精 霊 と

関 わ って,特 定 の 空 間 を一 時 的 にせ よ人 間 の住 め る よ うに馴 化 し な くて は な らな い。

精 霊 の な か で も,山 野 の 精 霊 の よ うな身 近 で ない 精 霊 との 関 わ りは一 時 的 で あ り,ふ つ う

集 合 的 な 儀 礼 が行 な わ れ る こ と はな い 。 それ に対 し,よ り人 間化 され アこ空 問 の主 で あ る,チ

ャオ ・テ ィー,チ ャオ ・バ ァン に 対 して は,坐 所 とし て の ホ ーが 半 永久 的 な 構造 物 と して建

て られ,年 中行 事 と して も,特 別 な い し個 別 の行 事 や 請 願 を 目的 とす る儀 礼 が行 な わ れ る。

山 野 の 精 霊 は 大 木 や 岩 に 棲 む と考 え られ て い て,ふ つ うは 山 中 に小 桐 が 設 け られ る こ とは な

い 。 山 申 に 入 び とが 出か け る場 合,食 事 ど きに な る と,自 分 の飯 の ご く一 部 を,大 木 の下 の

:石の上 や,な に か 目立 つ 場 所 に 捧 げ る こ とを忘 れ て は な らない 。 ふ つ うオ コ ワの 団子 を二 個

捧 げ るが,一 つ は チ ャ オ ・テ ィー に,も う一 つ は ナ ン ・ トラ ニ ー に充 て だ もの とい わ れ る。

狩 猟 の途 中 で も,雨 期 に 山 中 で 移 牧 を行 な う際 に も,水 田 で農 耕 に従 事 す る と き も,手 近 な

石 の上 に捧 げ もの をす る こ とが し ば しば な きれ る。 家 畜 を 山野 に放 す と きに は,簡 単 な小 舎

が け を し て,数 人 の 村 人 が動 物 の 番 を して 約 一 ケ 月 半 ほ ど 山中 で 過 ごす 。 この と きに は,チ
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ヤオ ・ティーの小桐がたて られる。 これは村内でみられる小桐よりさらに簡便なものである

が,一 時的に山中に出かける場合 とちがい,一 定の滞在を行なうときには,こ のよ うにチャ

オ ・ティーに対する配慮 もより明示的になる。

家屋 を建てて居住空間が設定されるように,こ れまでの人の住んでいなかった土地に家を

建てる場合には,チ ャオ ・ティーの小桐を作る。また前住者がいた場合には,す でに建てら

れた小桐の扱いには用心を要する。つまり,粗 末にしても良 くないが,前 住者の家系が ピー

・ガ(悪 霊)を もつ筋であった りすると,チ ャオ ・ティーが汚染 されていることもある。そ

れ故,適 切に建てられ,適 わしい儀礼が行なわれてはじめて,そ の空間が馴化されだ人間的

空間となるのである。

居住空間のチャオと非居住空間のチャオとを比較すると,小 桐の有無,集 合的な年申行事

の有無 といった点で差異が認められるが,い ずれの場合で も,チ ャオとの相互作用によって

人間は空間を自然的な連続か ら分節化し,自 然に対してむき出しの,悪 霊の脅威に満ちだ も

のか ら,人 聞にとって安心のゆ く領域に変容させてゆくといってよい。そしてこうした行為

は人聞のゆ くところ常になされるものであり,北 タイ社会の空間認識の基本は実にこの精霊

との関わ りおよび空間の馴1化過程に明瞭に示されているのである。そのため,空 間把握は静

態的な面にとどま らず,日 常生活のなかで,終 始ダイナ ミックに行なわれているといえよう。

2

チ ャ オ ・テ ィー や チ ャ オ ・バ ア ンの チ ャ オ(6α 吻 は,国 王(一P伽 αCσ".P肋 η4伽,Cσ 卿

一F砺 な ど),王 子(C側!吻 醐9=侯 国 の主),僧 侶(Cα2〃 σ"α碗,0αz〃 肋 瑚 な ど),そ

し て ブ ッダ(P伽 σ.P吻 薦 切 の よ うな聖 な る存 在 な らび に支 配 者,長 を示 す 尊 称 的 な接

頭 辞 や 接 尾 辞 と し・て 用 い られ る。 この よ うな チ ャオ の つ く存 在 は い ず れ も,タ ブー に よ って

と りまか れ ナこ聖 な る存 在 で,一 般 の 人 間 が 肋oη カ テ ゴ リー に属 す るの に対 し,oηgの カ

テ ゴ リー を形成 して い る。 ま た チ ャオ は,卿 〃 肋oηg伽 伽(家 主,戸 主),oα2〃 肋oηg

7σαη(店 主)な ど,職 業 や,一 つ の場 の 主 あ るい は長 を示 す こ と もあ る。 さ らに 口語 表 現 で

は,仲 間 や 親 しい 友 人 を 「あい つ」 と呼 ぶ よ うな場 合 に も用 い られ る。 そ の ほ か,す で に 述

べ た よ うに,チ ャオ ・テ ィー,チ ャオ ・バ ア ン,チ ャオ ・ワ ッ ト(寺 院 の 精 霊)な どの 霊 的

な存 在 が チ ャオ の範 疇 に含 まれ るが,こ れ らは一 種 の ピー で あ る と も考 え られ て い る。 しか

し なが ら ピー の大 半 は悪 霊 で あ り,一 般 に ピー とい うこ とば が 喚 起 す る恐 怖,お か しみ,移

ろい やす さに対 し て,チ ャオ は 人 び との あ い だ に強 い 感情 を ひ き起 こす もの で はな い 。

チ ャオ に は一 定 空 間 の所 有者 な い し主 とい う意 味 が 共 通 して み られ る と と もに,そ の 空 間

は,チ ャオが そ こで行 使 す る力 や 権 力 と結 び つ く。 こ うし た力 は ε盈Sμ(尋 常 で は ない,
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聖なる)と よばれ,人 びとの日常生活は地主や家主か ら霊的存在に到 るまで,そ れ らの力 と

の絶えまない闘争 と,か けひき,そ して妥協の連続であるといってよかろ う。チャオの力に

は,そ れが効力をもちうる空間の拡が りが定まっていて,そ の枠の外には直接の影響を及ぼ

さない。だからこそ,旅 に出ると,自 分の属する屋敷地のチャオ ・ティーや村のチャオ ・バ

アンの威力は,自 分がその領域外か ら出てしまっているので,ま ったく消滅してしま う。そ

のため,各 地の親分衆に仁義をきって歩 くように,そ れぞれの土地のチャオと適切な関係を

結んでゆかねばならない。だか ら山中に入ってしまえば,村 の守護精霊にい くら加護を求め

て も無駄なわけで,そ の場所の権力と折 り合 う必要が生ずるのである。

それに対して仏教のパ リッタ(呪 護の経文)の 効果は限定された場所をこえる普遍性をも

っていて,だ か らこそ旅に出る前に人びとは安全 と成功を祈ってパ リッタ儀礼にあずか るの

である。あるいは 肋 πg肋2槻 η とよばれ る魂の強化儀礼を行なう。 いずれの場合 も呪文を

唱えつつ,手 首に糸を巻 くことが行なわれ る。仏教により強 く関与す る前者の場合はブッダ

の普遍な霊能が旅の安全をもたらし,そ して後者では本人 自身の内実が強化きれることで力

が獲得される。こうした仏教が介在する力,あ るいは仏教的に把握 される力は基本的に 「善

なる力」であり,価 値的に中立であったり,あ るいは悪 とみなされる精霊の力 とは対照的な

ものである。精霊や権力者(い ずれ もチャオ)の 力は本来的に中立であ り,い かようにも利

用で きる性質をもつ。そのナこめこちら側の対処のしかナこによって役にも立つし,害 を加える

力にもなる。 こうした力に対していかに首尾よく処してゆくかが問題なのである。そこに供

物の贈呈や呪文による慰撫,馴 化が必要になるといえよう。一方,狭 義の仏教の力は,道 徳

的な力であ り,基 本的に聖かつ善である。そこでは,か けひ きや交渉,あ るいは慰撫 といっ

7こ対処の方法はまったく無縁であるといってよく,そ の力自体 きわめて包括的で特定 されな

い。

ピーやチャオ ・テ ィー,あ るいは権力者によって示される力は,特 定の領域,な らびに力

を行使す る特定の存在に分節化 きれ,全 体をまとめるヒエラル ヒーや中心性を欠いている。

すなわちそうした力の世界は不安定で,人 間にとって一つの混沌を示すとともに,人 はそれ

ぞれの機会に,各 々の個々の力に対処してゆかねばならない。

また霊的な存在はそれ ら自体の内的な構造 として位置づけを行な う枠組を欠いている。そ

の結果無秩序が生ずるが,そ うした存在に一定の枠組を与えるのがテラワーダ仏教であると

いえる。その結果,生 々しい力の世界がブッダを頂点 とする聖の論理の中に統合 きれてゆく

のである。

こうした仏教的コスモ ロジーの存在は,北 タイの社会像に安定した体系の枠組を与えるの

ではあるが,そ の周縁には(あ るいは内部)異 なる存在 としての精霊の世界が組み込まれて

お り,そ こに弁証法的な緊張関係が生起す るといってよい。それがために,仏 教が活性化さ
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れ,異 なる存在に対応す るとい う形での仏教実践が活発に行なわれるのである。だからこそ

仏教は,徳 や価値に関する思弁の領域にとどまるものではな く,そ れらをめ ぐる実践行為を

中心に行な う。それゆえ人びとは,日 常生活の中で遭遇する問題を二つに大別 され る方法で

解決しようとするのである。それを個別的 と全体的 とに分けることがで きる。すなわち,一

つは個々の場合,個 々の霊的存在ないし力の行使者に対処してゆく方法であり,も う一つは

ブッダや徳にかかわる全体的な方法である。仏教儀礼を通してプン(徳)を 得 ることは,カ

ールマの変更に も結びつき,現 世 と来世にわたる長期的な展望をも含むものであるが,他 方

精霊に対処することは,そ の場限 りのことで,時 間的なパースペクテ ィヴを欠いている。プ

ンを得ることは,プ ンの蓄積 とか集積 とい う観念に関係して くるが,精 霊に対す る関係は

とんどの場合継続的ではないのである。

仏教儀礼は当然そこに儀礼としての形式性を重要視するものではあるが,意 図,精 神,心

の問題,徳 目との結びつきもその中に存在している。ところが精霊をめぐる儀礼では,儀 礼

を手順 どお り行なって,人 と精霊 との折 り合いをいかにうまくつけるかが最大の関心事 とい

ってよい。 もとよりすべての儀礼において,過 程を円滑に進行させてゆくことは基本である

が,精 霊に関わる儀礼では,と りわけ手続 きや進行が重要であり,ふ つ う集団的な儀礼が少

ない こともあって,そ うした儀礼は,場 の雰囲気や観客に対する配慮はほとんどなく,機 械

的に進められてゆく。ブッダや僧侶に対する:食事贈与は,ふ つ うの人間が食べ られるように

丁寧につ くられたものを捧げるのだが,精 霊への供物の場 合は対照的である。すなわちそこ

には崇敬の意は認められず,取 りひきとしての交渉が強調され,贈 与 される食物 も味見をす

ることはなく,熱 を加えぬ ものでよく,本 物でな くともよいときれる。精霊は人間に脅威を

与える存在であるが,人 間にとってきわめて扱いやすい対象 として も考えられている。北タ

イでは,`肋op嬉"gα の,肋0肋0η ッ翻ん'(人 に頼みごとをするのは難かしいが,ピ ーに

頼むのはや さしい)と いって,精 霊 との交渉の特徴が語られる。こうしたことか らも,精 霊

との交渉,あ るいは力に対処す る方法が仏教 をめ ぐる実践行為との著しい対照をなしている

ことが了解 される。

力の所有者 としてのチャオが,ま た一定の領域の支配者で もあることはすでに述べナこが,1

こうした所有の問題は,北 タイの俗世界の一般的な傾向 と規を一にしている。すなわち村落

内での共有財産の存在はきわめて稀薄で,墓 地,チ ャオ ・バアンの小掴,灌 概水路をのぞ く

とほとん ど共有地や共有林は認められない12)。個人による所有が圧倒的に優越している俗の

論理に対し,仏 教の論理には,僧 集団のあり方などを通じて,共 有の強調がみられるのであ

る。 この結果,所 有せざる者は所有す る者 との依存関係を結ばな くてはならず,ま だそうす

ることによって力に接近し,あ るいは折 り合いをつけることが可能になるといってよい。い

わばパ トロンとクライアン トの関係は,俗 世界の人び とのあいだの交渉のみならず,む しろ
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人 と精霊 との相互性によ く認められ,後 者がその基本的モデルを提供しているのではなかろ

うか。

3

村落のほとん どの家ないし屋敷地にはチャオ ・テ ィーのための小桐(ホ ー)が 設けられて

い る。チャオ ・ティーはそうした空間の主であり,ま た守護精霊 として,高 き数十センチか

ら一メー トル位の柱上小桐をその坐所 としている。柱の上に四角い板の台がのせてあったり,

あるいは鳥の巣箱のような小舎がのせ られている。 こうしたホーは原則 として屋敷地の東側
ト

に建 て られ て い る こ とが 多 い 。 ふ つ う この ホ ー に対 して 日常的 な 関心 が 注 が れ て,毎 日花 そ

の他 の捧 げ ものが 献 呈 され る とい う こ とは な く,ふ だ ん は ま っ た く儀 礼 的 関心 が 払 わ れ な い。

チ ャオ ・テ ィー は家 や 屋 敷 地 の領 域 を 司 ど る精 霊 で あ るが,森 の守 護 霊 お よ び 洞穴 の精 霊

な ど一 定 の領 域 を司 どる精 霊 もチ ャオ ・テ ィー とよ ば れ る こ とが あ る。 しか し な が ら,そ の

場 合,チ ャオ ・パ ー(森 の精 霊)な どの よ うに別 の 名前 が 用 い られ,チ ャオ ・テ ィー の テ ィ

ー(場 所)は す ぐれ て 家
,屋 敷 の空 間 を示 す もの で あ る。 チ ャオ ・テ ィー に は 九種 類 が 区 分

きれ る とい う見 解13)が あ るが,総 体 的 に 家 を 守 る精 霊 と考 え られ,む しろ 特 定 空 間 で な しに,

一 般 的 に大 地 と結 び つ くナ ン ・ トラニ ー とあ わ せ て ,チ ャオ ・テ ィー ・ トラニ ー と呼 ば れ る

こ とが 多 い 。

チ ャオ ・テ ィー の儀 礼 は,dokmai(花),thUUP(線 香),thian(ロ ー ソ ク)と 水 や 食 物

を供 え る こ と と,そ の と きに 唱 え られ る こ とば か ら構成 され て い る。 儀 礼 の 単 位 は 家,屋 敷

地 で あ り,そ の成 員 に な ん らか の変 更 が お こっ た場 合,あ るい は 家 の 新 築 の 際 に 儀 礼 が 行 な

われ る。 こ うし た儀 礼 は小 規 模 で,他 の 人 び との 目を惹 く もの で は な い 。 家 族成 員 に 変更 が

あ っ た場 合 に は チ ャオ ・テ ィー に報 告 が な され,ま た 家 の新 築 の と きに は,大 きな 儀 礼 全 体

の ご く一 部 として,チ ャオ ・テ ィー の た め の儀 礼 を行 な う。 た とえ ば 新 築 した 家 に 入 居 す る

と きの儀 礼(肋 瑚 肋 αη 脚 の で は,ま ず チ ャオ ・テ ィー に捧 げ もの を贈 り,つ い で 僧 に

よ る新 居 の浄 めが な され る。 や が て い わ ゆ る仏教 的 な,パ リ ッタ を中 心 とす る呪 護 とタ ン ブ

ン の儀 礼 が な され,僧 へ の 食 事贈 与 が終 る と,一 般 人 の パ ー テ ィ(キ ン ・リエ ン)が 始 ま る。

そ の こ とか ら,チ ャオ ・テ ィー の儀 礼 は た だ そ れ だ け で 行 な わ れ る こ と もあ るが,な ん らか

の儀 礼 に結 び つい て,そ の前 提 を構 成 す る意 味 を もつ。 す な わ ち チ ャオ ・テ ィーが 人 間 の居

住 空 間 の メ タ フ ァーで あ るた め に,居 住 空 間 で な に ご とか が行 な わ れ る と きに,チ ャオ ・テ

ィー に対 す る儀 礼 的 関心 が ひ きお こ され るの で あ る。

供 物 の贈 呈 と呪 文 は,7cい て い の場 合,戸 主 ない しは 家長 が 行 な う。 あ るい はpoo某 々

とかacarnと 呼 ば れ る,儀 礼 知 識 を備 え7C,壮 年,老 年 の 俗 入 男 性 が そ の 役 割 を果 た す 。
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儀 礼 の手 順 は,捧 げ もの を のせ だ盆 ない し容 器 を両 手 で もち,小 桐 に ロー ソ ク を灯 じ,呪 文

を 唱 え.る。 捧 げ もの をす る際 の 呪文(ふ つ う 肋 α〃Z:こ とば とい われ る)は 以 下 の とお りで

あ る。

忽0醐 αブ 醐 η 而 彦OP6η 醐 η 而 ん0μ 川 〃αη_御 側1錫 πん'卿 ん0わ001α ε∫α ツ醐9

履4わ007∫4前 α 翅 η 海00罐04σ ノ 肋00π9納 御 αμ0ん'σ6η9ρ α6η9助700〃Zη00初

ηα初 脚 α 翅 η9駕 α'勧P%助 ααrσ α6α α伽 磁940々 駕αゴZσθ1α 卿 吻 η 抑ro朔 肱P

卿006肱 ηα 照 肱 翻 御 σ'肋Z〃 翻 ノ μ η'α 醐 妙 ツ 肱8〃 τα6伽7醐'6側 んo勿 タ ブ襯

朔 而3嘘0π 助 鰯6漉0η わ00加 ツ 翻'卿 の ασ4伽 諏 ノ 粥θα ん1の 勿y翅 麗4ガ 煽 ∫

3嘘 砂 αη9粥 醐 砂 ηgμ64'夕0π9肱 ブ 肋00勿 夕 夕鰯 副 翅 寛3嬬0π 肋oη4α θ'0

本 日 この 佳 き日 は… … の 日で ご ざい ます 。 われ ら うち揃 い,何 を おい て も参 じ ま した 。

忙 が しい 者 も仕 事 をお い て,仕 事 を し ない で ぶ らぶ らし てい た者 もと り急 ぎ参 りま した 。

捧 げ もの の 用 意 もこの 通 り立 派 に 万 端 整 って お ります 。 チ ャオ ・テ ィー ・ トラニ ー に さ

しあ げ よ うと,花,ロ ー ソ ク,召 し上 り もの な ど さま ざ ま に お もち致 しま した 。 さ て何

卒 わ れ わ れ 皆 に 息 災 と安 寧 をお 授 け下 さい 。 どん な病 い もお こ らぬ よ うお 願 い しま す。

牛 も水牛 も豚 も,そ して 犬 もア ヒル もニ ワ ト リも無 事 に元 気 で あ ります よ うに 。

以 上 は 基 本 型 で,そ れ ぞ れ の機 会 に 応 じた り,あ るい は唱 え る人 に よ っ て ご く僅 か な ちが い

が生 ず る こ とが あ る。 チ ャ オ ・テ ィー に 対 す る食 事 の贈 与("α ηg)が 行 な われ るの ば,北

タ イ暦 の新 年,入 安居(カ オ ・パ ン サ ー),出 安 居(オ ク ・パ ンサ ー)な どの 年 中行 事 の機 会

と,新 築 や 家 族 成 員 の変 化 な ど不 定 期 な場 合 とに大 別 され る。 しか しな が らこ うした 儀 礼 を

省 略す る と,チ ャオ ・テ ィーか ら懲 罰 を 蒙 る とい う認 識 は一 般 的 で ない 。 ふつ う災 禍 の説 明

とし て もっ と もよ く言 及 され るの が,ピ ー ・(とりわ け悪 霊)やP鰯'昭 η ッ醐'α 例(人 間

の生 み の親 で あ る祖 霊)で あ り,チ ャオ ・テ ィー が 直 接 力 を行 使 す る とは ほ とん どい われ な

い 。 アこだ し,家 屋 敷 に 外部 か ら侵 入 す る悪 霊 も,家 の 人 び とが チ ャオ ・テ ィ」 に 常 日頃 か ら

充 分 な儀 礼 的 関心 を払 っ て いれ ば,チ ャオ ・テ ィー の 威 力 で 容 易 に は 入 り込 め ない とい われ

てい る。

家 や 屋 敷 とい っ た 永続 的 な居 住 空 聞 とはべ つ に,あ る一 定 期 間 人 間 が 居 住 す る場 所 に もチ

ャォ ・テ ィー の ホ ーが 建 て られ る。 だ とえ ば雨 季 に入 る と,家 畜 の 移 牧 が 行 な わ れ,村 人 は

山 中 に小 舎 を建 て,そ の傍 らに チ ャオ ・テ ィー の 小 桐 を設 け る。 移 牧 が は じま る前 に まず 村

の チ ャオ ・バ ア ン に報 告(わoん)を 行 ない,家 畜 の数 の変 化,1移 牧 に 付 き添 う村 人 の 移 動 が

伝 え られ る。 移 牧 が 始 ま り,人 び とが 山 中 に小 舎 を建 て た の ち,チ ャオ ・テ ィー を慰 撫 し,



精霊と空間 159

放 牧 の成 功 を願 う儀 礼 を 行 な う。 村 落 内 で の チ ャオ ・テ ィー に は 特定 の機 会 の み,人 び との

関心 が 払 わ れ るの に対 し,山 中 で は,毎 日の 夕 食 をチ ャオ ・テ ィー に 捧 げ る ことが 行 な わ れ

る。 山 中 とい う人 里 離 れ だ 自然 の 横 溢 す る空 間 に あ って は,空 間 の 人 間 化 が と りわ け必 要 で

あ る とい え よ う。 この移 牧 は雨 期 が終 了 し,稲 の 収 穫iが済 ん で,水 田 が 家 畜 の 飼 育地 と して

再 び使 用 で きる よ うに な る ま で数 ケ月 続 くが,家 畜 が里 に下 りる と きに 人 び とは儀 礼 を行 な

う。 この儀 礼 で は,花,線 香,ロ ー ソ ク,ミ アン,水,食 物 を チ ャオ ・テ ィー に 捧 げ,以 下

の こ とば を唱 え る。

醐 η 卿 た0ρ6η 翻 π4∫ 臼 ∫f4α ノ ∂0ん 伽 ノ う0ηZ〃 α∫Z〃αα1ゴ 醐90σZ〃 ηααブ 伽Z〃 痂

々o砂 η9醐 η η醐1α82〃 初 銘麗 肋 妬'α η91妬 ブ4漉 ηα粥 αz〃 肋 ノ 伽 α 〃翻91α 脚

肋00勿yブ 鰯4宛 癬 ∫3纏P∫ ∫ π醐P肱 α 魏 如 ん00α α"粥 醐1勿 η9伽

本 日この佳 き日にかつてお約束したようにチャオ ・ナーイに捧げ ものをさし上げようと

もって参 りました。われわれ一同あなた様のために鶏を用意してきました。どうぞわれ

われ全員が息災でありますようにお願い致します。 さすればまだ来年 も捧げ ものを もっ

て参 りましょう。

以上のことばを唱える際に,人 びとは鶏料理をいれた洗面器を捧げ もち,小 桐の前に膝まつ

く。その他の供物は木枝で組まれた小 さな台上においてあり,そ の横にローソクを点灯す る。

ことばを唱え終ると,人 びとは小 きなローソクが残 り少なくなるまでしばし待ち,や がて精

霊の食事が終了したこととして,次 のことばを唱える。

4毎 卿 纏0α1〃 彦0ん ∫η7∫ 励roOブ1α6Z〃6ん ゴπ3伽 痂 んゴη9夕 η 肋000α2〃 照 の0αPの

'∫4如 の 翅 αα0α α 」6肋0勿yノ 側4κ 砺'3嘘 砂 η9η8'呪 α 砂 η80肋0η 卿70"醐6α

露 ブ ん」σ助 蝕 翻1α6Z〃 肋00勿 タ ノ獺 副 而'5鳩0πP伽 麗0麗 肋0η η観

きて もう食事 も済まされたことでしょう。すっか りきれいに召し上 られました。どうぞ

もう南の方へお帰 り下 さい。そして人や牛,わ れわれ皆の息災をお願い致します。われ

われは村へ帰 りますので,そ のようなお願いをしてお りますが,こ れか らも人や家畜が

無事であ りますように。

上のことばを唱えたのち,鶏 料理のみを下げ,人 びとが会食を始める。移牧期間中は,小 人

数の若者が山中で家畜の世話をす るだけであっアこが,小 舎を撤収するときには,、十数人の村

人がやって来て,仕 事を片付けてしまう。捧げ ものの鶏は,移 牧される家畜の所有者達が金
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を出 し あ って 購 入 し た もので あ る。 こ の事 例 の場 合,チ ャオ ・テ ィに は チ ャオ ・ナ ー イ(ナ

ー イ は主 人 とか ,ボ ス の意)と い う名 前 が つい て い て,山 中 の主 と考 え られ て い る。 そ の チ

ャオ を一 定 期 間 申,移 牧 小 舎 の チ ャオ ・テ ィー とし て 馴化,招 来 して お くこ とが,こ の よ う

な 山 中の 生 活 に は欠 くこ とが で きな い の で あ る。 そ の た め移 牧 が終 了 す れ ば,再 び 来 年 の そ

の 期 間 まで,チ ャ オ ・ナー イ は小 舎 の チ ャオ ・テ ィー の坐 所 を離 れ て しま う。 ま た,こ の儀

礼 は小 舎 を撤 収 す る際 の もの で あ る ナこめ に,移 牧 が 始 ま る と きに人 び とが 安 全 を 祈 念 した 願

か け が成 就 した機 会 で あ り,そ の お 礼 として チ ャオ に鶏 が 捧 げ られ る。 願 か け の 際 に は,も

し成 就 す れ ば 精 霊 に 対 し,特 定 の捧 げ もの をす る こ とが約 束 され るの で あ る。

4

チ ャ オ ・バ ア ンはpOO伽 伽(ボ ー ・バ ア ン:村 の 父)な い しp醐 肱 ㈱(プ ー ・バ ア ン

:村 の 父 祖)と も呼 ぼ れ る。 こ うし た村 の守 護 精 霊 に は,そ れ ぞれ の村 で特 定 の 名前 が つ け

られ てい る。 これ らの 名前 は ご くあ りふ れ た 人 名(1凱 伽 とか 肋 な ど)で あ り,明 確 な 系

譜 関 係 に よっ て 村落 の 祖先 で あ る とか草 わ け と位 置 づ け られ て い る わ けで は な い 。 む し ろ チ

ャオ ・バ ア ン な らび に そ の小 桐(ホ ー)は 村 落 とい う一 つ の場 所 な い し集 団 を象 徴 す る もの

で,各 村 に一 つ ず つ チ ャ オ ・バ ア ンの小 祠 が 存 在 す る こ とに よ って,村 と村 との境 界 が代 表

的 に 示 され て い る。 しか しそ れ ぞ れ の村 の チ ャオ ・バ ア ンが 系 譜 的 に 関係 づ け られ る こ とは

な く,同 じ構 造 を もっ た 別 々 の 実 体 と して 村 落 が 認 識 きれ る ので あ る。 こ うし て 村 と村 との

境 界 は,線 的 に表 現 され るの で は な く,チ ャ オ ・バ ア ンの 小 桐 とい う内奥 の 中心 性 で 示 され

て い る。 そ して そ の 外縁 が定 か で な い と ころ は,伝 統 的 な ム ア ン の構 造 との相 同 性 を示 し て

い る とい っ て よ い。 い ずれ の村 で も,チ ャオ ・バ ア ンの小 桐 は 叢 林 のな か に あ り,目 立 た ぬ

場 所 で あ る こ とは共 通 して い る。

チ ャオ ・バ ア ン を め ぐる儀礼 を大 別 す る とpの"oん と呼 ば れ る報 告 の 儀 礼 と,"朋g(供

物 を捧 げ,挟 持 す る儀 礼)と の二 種 類 に 分 け られ る。 前 者 に は,村 へ の転 入(人 間,家 畜),

転 出 な どの移 動 の 際 に行 な われ る個 別 的 な 儀 礼 と,ピ ー ・マ イ,カ オ ・パ ンサ ー,オ ク ・パ

ン サ ー,新 米 収 穫 の儀 礼 α肱 伽 肋 θ2〃物 の な どの 年 中 行 事 の 一 部 として 行 なわ れ る儀 礼

が 含 ま れ る。 さ らに 結 婚,新 築,棟 上 げ な どの場 合 に もチ ャ オ ・バ ア ンへ の報 告 が な され る。

若 者 が 得 度 をす る場 合,拳 闘 の試 合 に 出場 す る前 に も,人 び とは こ う し た報 告 の 儀 礼 を行 な

う。 この よ うな儀 礼 は,報 告 の こ とば と供 物 の 贈 与 か ら 成 立 し てお り,ふ つ う 供 物 に は,

花,線 香,ロ ー ソ ク,水,簡 単 な 食 物 が 含 ま れ て い る。 報 告 は 本人 が行 な っ て も構 わ ぬ が,

肋o硯 醐g肋 α2〃(食事 を運 ぶ人)と 呼 ば れ るス ペ シ ャ リス トが 代 行 す る。 そ の た め,さ ま

ざま な儀 礼 の 目的 や,そ れ が 個 人 的 か,あ るい は年 中行 事 にか か わ る村 レベ ル の もの か を問
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わ ず,ふ つ う報 告 の 儀 礼 は,コ ン ・タ ン ・カ ウー 人 の 手 で 行 なわ れ る。

そ れ に 対 し,よ り集 合 的 な儀 礼 として 行 な われ る のが,チ ャオ ・バ ア ン を慰 撫 す る リエ ン

儀 礼 で,そ の 時期 は北 タ イ暦 の9月 と決 って い る。 通 常 こ の儀 礼 に は コ ン ・タ ン ・カ ウ以 外

に村 人 も出か け,供 物 を買 い整 え るた め に 村落 中 の 戸主 が25サ タン(当 時3.5円 位)か ら3

バ ー ツ(同52円 位)ま で の現 金 を 出 し合 う。儀 礼 に参 加 す る とい っ て もそ の 人数 は数 人 に 限

られ,村 の役 職 者 や長 老 な ど,壮 老 の 男 性 の み が 出か け る。 コ ン ・タ ン ・カ ウは この 村 で は

中年 の男 性 で,北 タイ語 の儀 礼 の こ とば を知 って いれ ば誰 で もで き る とい われ て い る。

一 般 に チ ャオ ・バ ア ン の儀 礼 は 目立 っ て大 規 模 に行 な われ る もので は な く
,人 び との感 情

を喚 起 す る もので もない 。 行 政 的 ない し は事 務 的 な,転 出 ・転 入 の届 け をす るの と同 様 な機

械 的 な雰 囲気 が支 配 して い る。 この儀 礼 を行 なわ ない と,す ぐさま サ ン ク シ ョンが 下 され る

とい うこ とで は な い が,個 人 や 村 落 に 災 禍 が 起 きた と きに は,チ ャオ ・バ ア ン を粗 略 に扱 わ

なか っ たか 否 か が 問 わ れ る。

チ ャオ ・バ アン もチ ャオ ・テ ィー と と もに ピー の一 種 で あ る とい わ れ る こ とが あ る。 ピー

とは死 亡 した人 間 の ウ ィン ヤ ン(死 とと もに 身体 か ら離 れ る魂 の要 素)が 別 の 世界 に移 行 し

ない で,現 世 の なか で 彿 徊 して い る状 態 の存 在 を 指 す が,そ れ は 人 に愚 い て 殺 害 し,別 世

界 に 移 行 を遂 げ,再 生 のサ イ ク ル に参 入 し よ うと して い る。 そ の た め犠 牲 者 を求 め て人 に慧

き,悪 霊 として 怖 れ られ る。 と りわ け横 死 し ナこ人 物 の霊 は首 尾 よ く異 界 に入 る こ とが で きな

い 。 と ころ が チ ャ オ ・バ ア ンは そ の 起 源 は他 の ピー と同 じ く死 亡 し ナこ人 間 の霊 と考 え られ て

い るに もか か わ らず,犠 牲者 を み つ けて 再 生 の サ イ クル に 戻 る こ とを求 め ない 。 あ るい は そ

うし た存 在 と認 識 され な い 。 い わ ば カー ル マか らは ず れ か か っ 忙 存 在 で あ り,永 久 的 に 馴 化

され た ピー と して この 世 に と どま って い る。

チ ャオ ・バ ア ン の集 合 的 な儀 礼 は年 に一 度北 タ イ暦9月 の 新 月 の 日に 行 な わ れ る こ とに な

っ てい るが,筆 者 の調 査 当時 に は,供 物 の ニ ワ トリの手 配 が 遅 れ た た め,新 月 五 日 目に 儀 礼

が 実 施 され に。 午 前9時 前 に,コ ン ・タ ン ・カ ウが 村 人 の 出 資 で購 入 しだ ニ ワ トリの 丸 ゆ で

二 羽 分 と,酒,水,カ ウ ・ニ オ(お こわ),花,線 香,ロ ー ソ ク,ミ ア ン(発 酵 茶),煙 草 を

携 えて,ホ ー ・チ ャオ ・バ ア ンへ 赴 く。 集 合 的 な儀 礼 とい っ て も,実 際 に 参加 す るの は 村長,

村 の 長 老 な ど数 人 だ けで あ る。 コ ン ・タ ン ・カ ウが 小 祠 を簡 略 に掃 除 し,用 意 し た 晶物 を並

らべ,ロ ー ソ クに 点 灯 して,合 掌 しつ つ以 下 の こ とば を唱 え る。

θ6POOOσZ〃 δ砺4毎 砂 纏 たOP6η2〃 απ の 卿 肋 砂P8π9伽 ∫卿 σ肋 朋 初αα か鋼

御朋'初 醐 の 勧0勿ypOO6β1〃 肋 々S醐 砂 π96肋 θ砂 わβαη 肋 ん3βα 砂"9π9襯 肋々 餌 ノ

∫σθ4齢1θ た4θん 伽6"91σ8海 αん3醐 砂"9初043σ4伽
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さて ボ ー ・チ ャオ さま,今 日.この9月 の佳 き 日に,お 食 事 を さし上 げ よ うと もっ て 参 り

ま した 。 ど うか ボ ー ・チ ャオ さま,村 人 一 同,牛 や 水牛,子 供,赤 子 す べ て 村 の.生あ る

もの を お守 り下 きい 。

ロー ソ クが 燃 え つ き るの を ま っ て,再 び 以 下 の こ とば を 唱 え る。

POOOα"δ 砺 漉 α"雇 ∫1)000硯 〃 ん0ん 協1α6砂 肋0ん 珈Sα αん ん加 η9夕醐Pα ブ 鋸

翫 α"砺 ノ駕 醐 ブ6α4如"η κ4y傭 んα勿P6η9ん0粥 餌 ノタyπ 粥 α'海 α勿醐 ブ 肋OPOOOσ"

肱 た3側 砂 η93α4ノ αノ η00ブ 砂 η9ブ 伽'肱 η96肱 の 砂 η946ん1碑 肋o妙y∫)θ η3読h

きて ボ ー ・チ ャオ さま,も う食 事 も済 ま され た こ と と存 じ遠 す 。残 り もの は こ ち らで 戴

き度 く,お 恐 りの な きよ う,懸 い だ りな き らぬ よ うお願 い しま す 。9月 の この 日に 食 物

を もって 参 りま し た ゆ え,大 小 を 問 わず 動 物 す べ て に対 し,女 も男 も,小 きな 子供 に到

るま で,無 事息 災 で あ りま す よ うお 願 い 申 し上 げま す 。

儀 礼 が 終 了 す る と,コ ン ・タン ・カ ウ は ト リを持 ち 帰 り,自 分 の もの にす る。 この儀 礼 に 割

当額 を支 払 っ た人 も,実 際 の儀 礼 が い つ行 な わ れ て い るか を知 らない し,出 席 す る こ と もな

い 。

5

タ ウ ・タ ン ・シー は 仏 教寺 院 で行 な わ れ る さま ざ ま な儀 礼 や,家 庭 お よ び村 落 で の儀 礼 も

含 め て,数 多 くの儀 礼 と関連 して い る。 す なわ ち,ウ ィサ カ ・プ ー ジ ャ,カ オ ・パ ンサ ー,

トー ト ・カ テ ィン,オ ク ・パ ンサ ー,ピ ー ・マ イ(新 年)な どに 寺 院 で 行 なわ れ る タ ン ブ ン

儀 礼 の 際 に は,寺 院 の境 内 に あ る小 桐 に ロー ソ クが 灯 け られ,供 物 が 捧 げ られ る。 こ の小 桐

は 約1～1.2mの 木 柱 に 四本 の腕 木 が 出 て,そ の 先 端 に小 さ な台 板 が の って い る。 こ うし ナこ

こ とか ら タ ウ ・タン ・シ ー は 躍 〃 彪 ηg編(タ ン ・シー の柱)と もよ ばれ る。 儀 礼 のお こ な

わ れ る一 番最 初 の部 分 と して,ま ず こ の柱(あ るい は それ を坐 所 とす る霊 的 存 在)に 供 物 を

捧 げ るの で あ る。寺 院 の 境 内 に は,こ の柱 が つ ね に 建 て られ て い るが,儀 礼 の状 況 以 外 で こ

の 柱 が 人 び との 注 目を惹 くこ とは な く,ま た そ れ を め ぐる タ ブ ーが 強 調 きれ る こ と もない 。

この柱 は,儀 礼 の 際 に 四方 向 の テ ワダ ー と地 霊,さ らに イ ン ドラ神(あ くまで タ イ の コ ン テ

クス トで.翫 ㍑1の を招 来 し,空 間 の保 護 と祝 福 を得 るた め に坐 所 を提 供 す る もの で あ る。

だか ら これ に よっ て儀 礼 空 間 の設 定 と浄 化 が 行 なわ れ,供 物 を のせ た柱 は今 ここで 儀 礼 が な
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され て い る こ との 記 号 に な るので あ る。 これ まで に述 べ たチ ャオ ・テ ィーや チ ャオ ・バ ア ン

が 家 屋 敷 お よび 村 落 とい う一定 の生 活 空 間 の 領 域 を示 し,か つ ま アこ保 護 す る精 霊 で あれ ば,

タ ウ ・タ ン ・シー は 儀 礼 空 間 の 記 号 とな る。

タ ウ ・タ ン ・シ ーは テ ワ ダ ー(仏 教 的 な霊 的 存 在 の コン セ ブ。ト)で あ り,ま アこチ ャオ ・バ

ア ンや チ ャ オ ・テ ィー と と もに ピー の一 部 に 含 ま れ る と もい わ れ る。 しか し なが らタ ウ ・タ

ン ・シー の 儀 礼 は 仏 教 儀 礼 との 結 びつ きが 強 く,そ の一 部 に な って い る ことが 多 い 。 タ ウ ・

タ ン ・シー を建 て る(あ るい は 物理 的 に は既 に建 って い る柱 に 供 物 を捧 げ,テ ワ ダ ー を招 来

す る儀 礼)こ と は,た と え ばパ リ ッ タ儀 礼 や タン ブ ン儀 礼 の なか で テ ワダ ー を招 来 す る経 文

が儀 礼 の は じめ の部 分 で 唱 え られ る よ うに,儀 礼 の前 提 を形 造 る もの とい って よい 。

肋 瑚 勲 〃'朋g誹(タ ウ ・タ ン ・シ ー を立 て る儀 礼)は,特 別 の儀 礼 専 門 家 で は な く,

この 儀礼 に 必 要 な こ とば と手順 を知 って い る者 な ら誰 が 行 な って も構 わ ない 。 ふ つ うア チ ャ

ン と称 きれ る,仏 教 知 識 全 搬 に通 じ た,中 年 以 上 の男 性 が 行 な い,僧 は ま っ た く介 在 し ない 。

早 朝 の タ ン ブ ン儀 礼 の 前 に,境 内 の 片 す み で この 儀 礼 が 行 なわ れ る た め,人 び とは この儀 礼

に参 加 す るわ け で は な い し,そ の 実 施 に ほ とん ど気 づ か ぬ とい え る。 供 物 として 用 い られ る

品物 に は,花,線 香,ロ ー ソ ク,妙 り米,ミ ア ン,煙 草,食 物 が あ り,バ ナ ナ の葉 で 作 っ た

四 角 い容 器(サ トゥア ン)に 入 れ て,柱 の台 板 の うえ にの せ る。 儀 礼 が 始 ま る直 前 に は,サ

トゥアン の 申 に 火 を点 けた ロー ソ クが たて られ る。

寺 院 に お け る仏 教 儀 礼 以 外 に も,稲 作 の鍬 入 れ(肱6ん η砺)や 新 年 に行 なわ れ る村 の 祓

い の 際 に も,タ ウ ・タ ン ・シー が 立 て られ る。 ヘ ー ク ・ナ ー の儀 礼 で は,水 田 の 中心 に タ ウ

・タ ン ・シ ー を立 て
,村 の 祓 い(30η 肋 侃)の と きに は村 の 中心 の 四 つ辻 で ク ン ・タ ウ ・

タ ン ・シ ー の儀 礼 が な され る。 タ ウ ・タ ン ・シ ーや そ こに 集 ま る テ ワダ ー に は強 力 な力 が 備

わ っ て い る とか,懲 罰 的 な 力 を行 使 す る とは 考 え られ て い ない 。 一 般 に タ イ社 会 にお け る力

の観 念 は 必 らず し も生 産手 段 の所 有 や現 実 を変更 す る効 力 そ の もの よ り も,生 産 手 段 を もっ

て い る者 を ど う使 い こな し,い か に 対処 して ゆ くか とい う点 に 特 徴 づ け られ るの で あ る。 タ

ウ ・タン ・シ ー の タウ とは方 位 の守 護霊(卿 κ 癩)の こ とで あ るが,こ の 小 柱 の 起 源 伝 承

とし て,柱 の形 態 と結 び つ い た 以 下 の よ うな 話 が あ る。大 昔,大 木 の 頂 きに 登 った 男 が 降 り

られ な くな り,四 人 の 男が 木 の下 に布 を ひ ろ げ,そ の上 に とび 降 りさせ た と ころ,衝 撃 で 全

員 死 亡 し て し ま っ た の で,そ れ らの 人 び とを 記 念 して,こ の 柱 が 建 て られ た 。

て こで は タ ウ ・タン ・シ ーが 関係 す る儀 礼 の実 際 と して,北 タ イの新 年 第 三 日に行 な わ れ

た ソン ・バ ァ ン の儀 礼 に つ い て 記す こ と とす る。 四月 中 旬 の三 ケ 日間 に わ た っ て行 な わ れ る

北 タ イの新 年 の儀 礼 は,第 一 日が 醐 η πα側(く さ る 日)と よば れ,人 び とは 正月 の食 物

を整 え,寺 院 の清 掃 や 河砂 運 び を行 な う。 二 日 目 は 脚 π助 の醐 脚 π とい って,寺 院 で

タン ブ ンを行 な い,助 κp雌 卿 αや チ ャオ ・バ ア ンに供 物 を 捧 げ,チ ャオ ・テ ィー に対 す
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る儀 礼 も行 なわ れ る。 村 や親 族 の長 老 に対 して年 少 の 者 が 表 敬 の あい さつ と贈 り もの(側

脚 αP鰯 娩 〃)を 行 な うの もこの 日で あ る。三 日 目@例 餌 読pの は新 年 の本 当 の始 ま

りの 日で,僧 は地 区 の 中心 寺 院 に 管 区 長 を訪 問 し,家 や 寺 院 で は30η8肋roと い う汚 れ祓

い が 行 なわ れ る。 そ して この 日 の午 後 に,前 年 蒙 っ ナこ汚 れ を祓 う村 全 体 の集 合 的 な儀 礼 が 実

施 され る。 この 儀 礼 の 冒 頭 に タ ウ ・タ ン ・シー が 立 て られ るの で あ る。 花,線 香,ロ ー ソ ク,

ミア ン,煙 草,菓 子 を サ トゥア ンに 入 れ,そ れ を柱 の 頂 き と四本 の腕 木 の上,さ らに柱 の根

元 に お く。 ロー ソ クに 点 灯 して,以 下 の ん」餌"30π 肋 砺 鰍z〃 如 ηgs岨 ター ウ ・タン ・

シ ー を立 て 村 の祓 い を行 な うた め の こと ば)を 唱 え る。

3醐4肱 側7α 御 π π 助01'00飽 θω θS朋9す 肋 ノ004雌7θ α 初 鰯 脇 αη 如 α"翫 卿 α

4σ σ 伽'醐P触0粥 ノ0初 αγ醐6海porπ 御 α∫σ∫3"雌1α θ"'θ α"0α 魏100ん'α η9ε κ'醐9

πααη9η 醐 〃3'肋 ゴ 脚 α8'ho㍑ πf∫6α 躍 漉 醐 肱 た3αα 肋 απ'肋szz御 αPγ α6θ 傭

7偲 訪 肋 朋 辮鋼 η8'御 翅 η9/砂'妙 催'加 辮 ノ媚4餌 御 肋 π〃 肋 〃 ρoρ'媚 ρ観40砂

加 η"襯 π'0ん1σ6"α η00ん んぬ00肋 餌 如 ブ188海0η η翼 ρααブ 如 駕.'の 囲 ∫'αη9

πααη9η αα飾 疏 αノ 漉07醐 ∫ゴ'oπ6yジ 伽 η1σ66α 初 わααpoπ 彿 照 御 ブ醐41σ θ 甥 αの

如 醐o瑚9御 α/醐9ブ 醐93α 朋 肋 妬'卿9～ αのo盈1σ1砺 砂P醐 砂 勿 ツ'σ αη 露 ブ

7醐1醐9枷 勿 朋97η α鰯SSα100た ん1微4の'00η9'π たSOOたSOO肋 α0伽94α ゴ"00御

紹 柳 翅 σ ノ醐9柳 ∫3岬 鰯6σ σ'σ π91σ の1σ 〃 柳 露 ρ夕π カノ5ノ"P卿3鰯6σ 〃6媚g物 う

θ砂Pの1磁"肋006h麗 のPOたPα た肋 ん3砺 辮襯 肋 αα'翻91σ αプ0瑚00ノ ノαブ0餌 ゴP伽9

1α9Sσ"紹'α ω'σ 朋 纏0α ん 肋000ツ 翅 駕 醐 細 ん3醐3θ'≠0100ん 初 ガ'θ α初'醐9

助 鰍 肋 αα'醐91妬 ブ6碑 ん1θα"'醐9疵 ∫

サ トゥ ・ス ラ ・ナ ン トウ,さ ま ざ ま な テ ワダ ー 各 位,テ ワダ ー ・イ ン タ ー プ ロム,ヨ ン

マ ラー ト,ポ ラマ イ,ア ィス ワ ン さま 。 そ して 四 方 世 界 の す べ て の テ ワ ダ ー,ト ラニ ー,

チ ャオ ・テ ィ,国 家,運 河,都,森 の 洞 窟 を 司 ど る皆 様,お よ び東 西 の 方 位,池 な どを

守 る方 々,悪 霊,善 霊 の す べ て の 存 在 あ げて,わ れ らをお 守 り下 さい 。 人 問界 す べ て に,

降 りか か っ て くる悲 惨 事 が あ る こ と をお 伝 え しま す 。 わ れ わ れ は捧 げ もの を さし上 げ よ

うと持 っ て 参 りま した 。贈 りもの を 致 しま す の で,何 卒 わ れ ら一 同 をお 守 り下 さい 。 小

きな子 供 も大 人 も,動 物 も守 っ て 下 きい 。 そ の た め に タ ウ ・タ ン ・シ ー の御 来 臨 よ是 非

に。 一 同 こ こに 申 し述 べ ま す 。

この こ とば を唱 え るの は俗 人 の ア チ ャンで あ り,そ の後 彼 は カ ター(呪 文)を 口 ご も りな が

ら,ナ ム ・モ ン(呪 水)を 作 り,人 び ξにか け て,汚 れ を と り去 る。 そ の あ と僧 が や っ て き
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て,テ ー ト(本 生 諏)一 巻 を唱 え,再 び プ ラ ・ナ ム ・モ ン(僧 が 作 る 呪水)を つ く り,人 び

とに注 ぐ。 この一 連 の儀 礼 は午 後 四時 ご ろか ら始 め られ,こ の儀 礼 の終 了 と と もに新 年 の 公

的 な行 事 はす べ て 終 了 す る14)。

お わ り に

この小論では,北 タイの精霊をめ ぐる観念 と儀礼をとくに空間との結びつきを中心に検討

したが,こ こで記述 された,チ ャオ ・テ ィー,チ ャオ ・バアン,タ ウ ・タン・シーは,精 霊

の世界のご く一部にとどまる事例である。それらはいずれ もピーともいえるし,テ ワダーと

も考えられ る存在で,悪 霊 としてのピーとは性格を異にし,人 びとに強い感情的な関心をも

たらす ものではなく,ま た儀礼 も顕在的ではないし,そ こに参加意識や興奮を感じさせない。

コン ・タン・カウの存在に示 されるように,儀 礼は目立たぬ ものであり,あ るいは大規模な

儀礼の一部 として機械的に行なわれる。だが,そ れ らの存在は人びとの無視に対して懲罰的

な力を行使 しないに も拘 らず,現 在の北 タイ農村で も,こ うしテこ儀礼は着実になされている。

ピーとよばれる精霊は,一 方では恐怖の対象となるが,そ れは同時に人びとに恰好の話題

と娯 しみを提供する。また婚姻の儀礼に も明らかに示されるように,ピ ーは一種の法であり,

チャオ ・バアンに対する報告 とい う点では行政や役人を思いおこさせるといって もよい15》。

一方では混沌としておどろおどうしい存在であ り,か つまた他方では制度や規範メタファー

とも考 えられる,ピ ーの存在 としての性格は多様であり,そ れだけに ピーを理解することに

は難しさが認められる。この場合,制 度や規範 といって も,そ れは領域性 と結びついた相対

的な もので,チ ャオに代表 されるように特定の領域の主 としての力をもつ とい うことに他な

らない。

このような精霊の世界はまた当然,人 間の俗世界 とのアナロジーを多 く共有している。 ピ

ーは超 自然的な存在であるが,ワ ン ・プラの日には山中で会議をひ らくために,村 か らピー

がいな くなってしま うとか,チ ャオのカテゴリーにみ られる人とピーとの相同性(権 力者 と

しての人間のチ ャオに特徴的な移 ろいやすさとピーのそれとの同一性)の 強調,あ るいは駆

け引きの相手と考え られることなどがそれにあナこる。このような検討は十分になされている

とはいい難1い。

ピーの理解には困難がつきまとうと述べナこが,そ こには理解の方法に問題が存在するので

はなかろ うか。従来 ピーの恐ろしさが強調 されることはあって も,理 解する枠組 としては形

式的な分類や,い わゆる客観的な記述に終始して きたといってよい。それでは,ピ ーの性格

を示す記述の方法は十分に開発 されていアことはいえまい。すなわちピーを記述する方法に,

ピーを解読する可能性を くみ込んでゆ き,適 切なデ ィスクールを用いて読み解いてゆかなく
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てはならないとい う指摘には大きな意味が含まれているのだ。15)

あるいは文化のなかで ピーが語られるとき,ど のようなコンテクス トで,ど のように ピー

が語 られ,感 じられ るか とい う検討 きえ,い まだ満足にはなされていない。

こうした点を考えると,本 稿での報告は初歩的な覚え書に とどまり,さ まざまな課題が今

後に残 されてい ることは明らかである。今後にその展開を期すとともに,人 類学的研究とい

えば無批判に,あ るいは容易に未開のメタファーとしてとびつ く精霊の問題はいかなる人類

学的意味をもつのか,そ して文化のコンテクス トのなかで精霊が示す意味は何かとい う基本

的な問題につねに戻 りつつ,検 討を重ねてゆきたい。

〔注〕

1)精 霊信 仰は以 下で述べ るよ うに領 域や一定 の空 間 とい う具体的な場(精 霊 の居処 とか その力の及ぶ

範囲)ぬ きに成立 しない。 それに対 し仏教は,仏 暦 として示 され る時間の流 れ と,仏 教説話な どに

明 らか な神話 的時間の拡が りを特徴 としてお り,寺 院空間に存 在す る仏像,パ ゴダ,菩 提樹な どは

始原的な時間を象徴す る もの として把握 される といってよい。

2)梶 原,1977年 。

3)ア ヌマーン ・ラーチ ャ トン,1979年 訳書 など。 ピーをめ ぐる論考には,仏 教 との関連で ピーに関す

るよ り系統 的な論議 を行なった,S.J.Ta皿biah1970年 があ り,ま た ピーとほぼ相同的な ビルマ

のナ ッをめ ぐる,M.Spiro1967年 の研究がある。 ピー を論ず る場合 に典型 的な枠組は,か つては

アニ ミスムの問題,あ るいは仏教以前の伝統 的信仰の残津,シ ンクレテ ィズムとい うものであ ッた。

その点で は,タ ムバ イアーが 示す仏教 とピーの関係(対 立,相 補性,つ なが り,ヒ エ ラル ヒー)の指

摘 は人類学的 タイ宗教研究 上の一 つの成果で ある。 しか しなが ら 「断片的」 な記述に対す る批判 に

は,あ る意味で ピーその ものが 「断片的」 な存在で あるとい う逆説が示 きれてい るのか もしれか な

い。1960年 代半ばす ぎか らの人類 学的仏教研充(仏 教 を実践宗教 として とらえる)が 展開 される以

前 には,タ イ研究におけ る人類学 者の集 中的な関心はむ しろ社会構造 にあった。宗教への関心 は決

して強い ものではなか ったが,と りわ け仏教に対 しては人類学 的アプ ローチの可能性 はほ とん ど省

りみ られず,む しろ断 片的で あって も精霊信仰に対する言 及が必 らず とい って よいほ どみ られたの

で ある。 そこには 「仏教だけが宗教ではない」 とか 「実 際に民衆 の生活にあ らわれ る宗教実践 とし

て の精霊信仰」 とい った人類 学的立場が認 められ る。そ うした場合の仏教は,思 弁的,観 念 的な体

系 として とらえ られていたが,そ の仏教定義は,仏 教を実践宗教 とと らえる人類学研究 によって変

更 きれ る。そのため今 日で は,仏 教対精霊 信仰 とい う宗教観念の レベルでの区分 や対立 を強調す る

立場は影 響力を減少 きせてい る。すなわち仏教こそが精霊信仰の領域 も統合 して,一 つめ コスモロ

ジカルな体系 を形造 るとい う認識が主流になっている。 そ うした意味で,ピ ーを ピーだ けで研究 し

てゆ く方法には タイの宗教研究 としての限界が感 じられ,精 霊信仰 とい う表現 自体が意味のない も

の となっている。それ ゆえ,ピ ーの問題は再び断片的にな りつつあ るわけであるが,今 後の人類学

的 タイ研 究の枠組 を考 えてゆ くうえで,本 稿 ではその断片か らまず出発 しよ うと試み る。 とい うの

も,量 的に ピー研究 は沢 山あるよ うで,恣 意 的な ピーの分類 と記述をのぞい て,系 統的な記述の試

みはあま り行 なわれていないか らであ る。また精霊 の問題 を展開で きるとすれ ば、 それは仏教対精

霊信仰 とい う宗教 レベ ルの問題ではな く,一 つの経験領域 として 日常生活や人生 のメタフ ァー とと

らえてゆ く方 向に可能性があ るので はないか と考 えてい る。本稿 はそ うした試みの手がか りを得 る

ための予備 的考察 と位置づけ られ る。

4)梶 原,1978年 は人 と人 との俗的な相互 関係 としての北 タイのあい さつの問題に触れてい る。

5)そ の中心 は,1976年1月 ～1977年1月 にか けて,北 タイ,チ ェンマイ省,サ ンカムペ ン郡,0地 区,

P村 での フィール ド・ワー クである。

6)あ くまで筆者の個人的な ピー体験 として以下の よ うな ものがある。1976年6月 に,P村 か ら約30㎞

離 れた山地民族の村(カ レン人)に 山越 えででかけた。徒 歩による往復 の疲労か,P村 に帰 ってか

ら脱力感 と発熱 に見舞われ,私 個人 も唯の疲 れや病い とは ちが うただな らぬ ものを感 じていた。寄

宿 していた村 の家族は,私 に知 らせ るこ とな く,呪 医の もとへ相談 に出か け,東 南の方角にい る ピ
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一 ・タイ ・ホー ン(横 死 した人の霊1悪 霊)に 悪 かれてい るとの診断 を下 した。それ に もとづ き,

別の呪医が祓い を行ない,そ の後す ぐに私は回復 した。後 に説 明を求 めると,私 が山地民の村への

往路,山 中のある地点で何気な く立停って後 を見 たと きに,2mぐ らい斜後方にコブ ラをみか け驚

愕した結果,ピ ーに慧 かれた らしい。毒蛇 と解遁 した場所が,か つて警察軍 と麻薬運搬人 との銃撃

戦 があ り,運 搬人が一人死亡 したといわれてい る地 点であった。 その死霊がそ こに俳徊 していたの

である。 さらに毒蛇に驚愕した際に,筆 者の クワンのい くつかが身体を離れ(人 間に は32の クワン

とい う生命素ないし魂 の要素が あ り,そ のい くつかが一時的に身体を離 れる と危険な状態 とな る),

その間隙 に悪霊が入 り込 みやす くなっていたためである と説明 された。

7)Tambiah,1973は,動 物分類 と食べ られる動物,食 べ られぬ動物の区分 との関係,さ らに人 間の婚

姻可能 な範囲 と人間が動物 を食べ る際の規 則を関連 させ,人 間の範 躊 と家屋 の空 間区分,動 物の区

分 との相関性について論 じてい る。そ こで彼は空間のカテ ゴリーが,他 の分類体系 と関連 しつつ,

文化 のなかでいかに意 味づけ られてい るかを指摘 してい る。

8)北 タイ社会において も,他 の タイ社会 と同様 に双系 的な親族原理が社会構造 の基本原理 となってい

るが,こ の祖霊 は母系 的に継承 され る。チ ャオ ・テ ィーが家屋 と空間的に結 びつ く精霊であ るのに

対 し,ピ ー ・プー ・ニ ャーは家族の系譜 と関連す る。す なわち婚姻を例 に とる と,結婚後,屋敷地 の

新 たな成員 となってムコが移入す る場 合にはチ ャオ ・テ ィーへ の報告が行 なわれ る。 しか し婚姻の

とりきめとして,S勿 ρ航(婚 姻の承認,あ るい は娘 を手に入れ るためにムコ側が娘側の祖霊 に対

して払 う補償)の 代償が払われ るが,そ れ は ピー ・プー ・ニャーに対 してである。 シア ・ピーの支

払いは きわめて象徴 的な花嫁代償であ り,伝 統 的な婚姻は格別の儀 式,宴 はな く,シ ア ・ピーのみ

で成立 した とい われてい る。

9)寺 院区間は もちろん文化の領域に属 す るもので あるが,一 つの仏教理想 としての森の僧院,山 中の

寺院を体現 する空 間として もとらえ られてい る。 そのため,僧 の理 想像 としての森の遊 行僧 の場合

と同じ く,自 然 が禁欲 駐,超 俗性の象徴 として強調 され る。

10)た とえばSanguan,1971やTerw三el,1978な ど。それ らはいずれ も習俗 としての国柱,市 柱 の記

述に とどま り,国 家,政 治の宇宙論 的な問題 としては扱われていない。

11)ピ ー,チ ャオ,テ ワダー,テ ーパ ラックの 区分は明確な分類 体系 をなす ものではない。それ ぞれに

内容的な差違が ない とい うわけではないが,あ くまで各々は概念枠組で あ り,精 霊を状 況によって

ど う把握するか が問題で あ り,あ るいは ピー とい った場合に,そ のコンテクス トが暗示 きれ てしま

う。一般に ピーは悪霊 を連想 させ,カ ールマの過程(再 生)か ら一時的に はずれた存在 であ り,テ

ワダーはカールマの原理 とは別の次元 の存在 と考 え られている。すなわち ピーは生者に慧いて,そ

の犠牲によって ふたたび再生のサ イクルに参入 しよ うとす るが,テ ワダーは仏教的な善霊 としてカ

ールマに よる再生 を経 ない。チ ャオは尊称 で もあ り,人 と精霊 との双方 を指すが,輪 廻転生 とはま

った く別の次元 の概念で あ り,場 所,所 有,権 力の メタフ ァーになってい る。

12)チ ャオ ・バアンの小桐や灌瀧水路は村 ない し,水 路の場合村の境域 を越 えた灌概集団の共有 とされ

る。 しかしそれ は俗的な レベルでの共有 ない し共 同管理が行なわれてい ることにす ぎず,そ こに実

際の所有者 としてのチ ャオが存在 している。 その意味で共有 財 と考 え られ る もの も含めて,す べて

の ものには本来 的な所有者がい ると人 び とは認識 してい る。

13)ア ヌマーン ・ラーチ ャ トン,1979年 訳書に よると,チ ャオ ・テ ィー(プ ラ ・ブー ム ・チ ャオ ・テ ィ

ー)に は,(1)プ ラ ・ブーム ・バーンルアン(家 を守 りた もうカ ミ),(2)プ ラ ・ブーム ・ラクサ ー ・

プラ トゥー ・レ ・フア ・グラダイ(戸 口の守護霊),(3)プ ラ ・ブーム ・ラクサー ・ロー ン ・バーウ
・サー ウ ・ルー ・ルアン ・ホー(新 婚 の家の守護霊) ,(4)プ ラ ・ブーム ・ロー ン ・ウア ・クワーイ

(牛舎の守 護霊),(5)プ ラ ・ブー ム ・ユ ン ・カー ウ(穀 物 倉の守護霊),(6)プ ラ ・ブー ム ・ナー(田

の守護霊),① プ ラ ・ブーム ・スワン(畑 の守護霊),(8)プ ラ ・フ。一ム ・ラーン(庭 の守護霊),(9)

プラ ・ブーム ・ワ ッ ト(寺 院の守護霊)の 九種類が あげ られてい る。 こ うしナこ区分はわれわれが家

屋 を中心 とす る生活空間 を細分化す るにしたが って細か くなる(も ちろん限度 はあるにして も)と

いってよ く,何 らかの基 準を示す分類の体系ではな く,そ の多様性 を列記 した ものにす ぎない。

14)こ の タウ ・タン ・シーの儀礼 は村全体 の抜いを 目的 としてい るため,タ ウ ・タン ・シーは単に儀礼

的空間を示す とい うだけでな く,こ こでは村落空間を明示す る申心性を もち,チ ャオ ・バアンと同

様な役割 を果す。

15)ピ ーその ものは,あ くまで も人 間の死霊で あるが,ピ ーの話法が示す ものは人 間の生の諸相であ る。

ピーのデ ィスクール,あ るいは ピーを人類学的に描 くデ ィス クールの不在ない しはそ うした感受性

の欠 如について は青木保氏(大 阪大学)に 貴重な示唆を受 けた。 ここに感謝を記 したい。 また本稿
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中の儀礼 のことばの翻訳 についてマラシー氏(大 阪大学大学院)の 援助を受けてい る。御礼 を述べ

たい。
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SPIRITandSPACE

ANOTEONSPIRITCULTINNORTHERNTHAILAND

KageakiKAJIWARA

Summary

Althoughthereismuchaccumulationofethnographlcliteratureo亘supematural

belngs(pゴ ∫inThai),wehardlycomeacrossanysystematlcdescriptionsofit.Since

thebeginingofanthropologicalresearchinThailand,muchattentionhasbee且paid

fortheullderstandingofthesplritcult.Yetweca且neitherfilldappropriatefram-

eworknordiscoursewithiロwhichthefeatureofspiritcultisclearlydepicted.What

isthereasonofthisunsatisfactorysituationP

Beforethedevelopmentoftheanthropologicalpursu三tofおuddhism量nTherawada

countries,spiritcultpθ7s6hadbeenthemainfocusinethnographyonreligion.

Duringthosedays,itwasonlyspiritcultwhichwassuitablefortheanthropological

studyofreligion.Butafter1960's.,undertheimpactof`practicalreliglon'framework

.a
ndtheflourishingtrendoftheanthropologicalstudyofBuddh量sm,therelatio皿

betweenTherawadaBuddhismandspiritcuithasprecededthestudyofspiritcultpθ7

ε6.So,thewe量ghtofspiritsoritsprobleminitsowntermsisdiminishi且g.The

situationleadsintoaparadoxicalquestion;whethertheproblemofspiritcultinitself

わecomesperipheralorspiritsareessentiallyperipheralbei且gswithintheBuddhist

cosmology.

Withthoseimplications,Ishalldepictcertai皿featuresof`guardianspirits'or`guar.

diandeities';oαz〃'κ,oα 砂 δααη,and㍍ α"'σ ηgε'∫,inthisprecursoryarticle,based

upondatawhichwascollectedinthecourseoffieldresearchinaNorthernThai

village.Therefore,thisisthecursorydescript量onofspiritcultfirstofallandthe皿it

referstothecognitivestructureofvillagers,speciallyassociatedwiththeconceptof

humanspace.

1皿NorthernThaieverydayl量fe,peoplepaymuchatte皿tiontotheirpos量tioninthe

universethτoughinteractivemeans.Theydeliberate董yascertainsafety;whether

itisthesecurehumanspaceornot(theterritoryofevilspirits),thenf玉xtheir

positioniRtheuniverse.Ifnecessary,theymustdealwiththeowllerorthelordof

theplacethroughpropitiation,manipulationandinteraction.Becauseeachplacehas

三tsowneranditexercisesauthorityovertheterritory.Afterestablishingcertainfixed

relationshipwiththoseowllers,theplacecanbedomesticated.Andwecallfilldthe.二1
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sameprocedureinhumaninteractio且withthe.superiorsandpatronsinordinaryvillage

context.Theconceptofspaceandpoweristhekeyfortheunderstanding.ofNorthern

Thaicosmolqgy,andthe .everydaylifemeanstheunt圭ringprocessofthe40卑estication

ofnaturalenvironmenta且dsupematuralpower.

Cα"漉(guardianofhomestead)andoα"6α αη(viilageguardian)arepreciding

overtheirconfineddomain.Tα 砂'醐g3ゴ 歪(guardiallQffourcardinaldirect三 〇ns)are

重obeinvitedforritualoccasio且s,inordertoprotectandtopurifyther量tualsanctity.

Sopeopletreatthemprop6rlyunderoccasionsconcemed.Asforoα ω'∫ ゴ,peoplemust

payritualisticattentionintheoccasionofchangeinfamilymembersandthatof

housebuilding.Alsotheyconductritesintimesofallnualcalendricalceremonies,

such.asNewYear,theopeningandtheendofBuddhistLent,andotherBuddhist

majorceremonials.For6醐 如 醐,theyreportthechangeillfamilymembersand

domesticanimalsandperformannualpropitiatorycollectiverite.Intheoccasio且sof

Buddhistmerit-makingceremoniesconductedlntemplepreci且ct,peolemakeofferings

tothepoleof'α"'翻g3∫ ∫.Thoseritualsco且cerningguardiansarenotcollspicuos

performancesandnormallytheyareconductedbyonepersononbehalfofothers.

Withoutfestiveatmosphereandaudiences,thoseritesarecarriedoutrathersecretly

atthebackstage.ButitisimportanttoIloticetheyareconstantllyperformedandthey

illformusofthebasicstructureofpeople'scognitionofthecoslnosthroughtheconcept

ofspaceandpower.

Theconceptof6α 躍meanslord,ruler,owneranditimp1玉esdeference.forthebeing

concer且ed.Notonly6α 躍 痂andoα"わ σ翻ofspriritualbeings,wewillfindbut.also

thosehumancouIlterparts,suchas,P触 αoσ"ρ 加 η4∫ ηorCα"ノ αα(King),Cα"

.ル勿 醐g(p
rinceorchiefofpr三nciparity),Cσ"肋oηg伽 αη(landlordor.houseow且er),

0α".肋oηg㍑ 朋(shbpowner).andetc.Theyallrepresentlocalizedpowersin

NorthernThaiuniverse.Theimportanceoftheconceptliesinthefactthatit・

encompassestworealmsofexistence,humanandspirit.

Inthisarticle,firstlytheauthorshowsthegeneralfeatUreofvillager'scognitionof

spacethroughspatialseriesoroppos三tiol1;house,homestead,village,city,stateseries

andtheoppositionbteweenvillageanddty,orthatbetwee皿viHagealldforest.Then

emphasizingthetherelevanceofspatialcognitiontotheunderstandi皿gofspiritcult,

theauthordescribesthefeaturesofritualsforguardianspirits,bothcalendricaland

critical..

Thistentativerecapitulationofspiritcultthroughkeyfeatures,suchasspaceand

power,mayindicatecertainpossibilityinthenewdevelopmentoftheanthropolog量cal

studyonit.Becausetheframeworkfortheanalysisofspiritcult;spiritsasmetaphor

forspaceandpower,willbehelpfultowidentheproblemofspiritcultfromthe

syncreticargumentofreligiontothecognitionofhumaneverydayexperience,which

leadsapremisethatspiritisthemetaphoroflife・world.


